
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ４ 

●
昭
和
５
８
年
生
ま
れ 

●
関
西
大
倉
高
校
卒
業 

●
香
川
大
学
農
学
部

卒
業 
●
陸
上
自
衛
隊
（
退
職
時 

１
等
陸
尉
）、
東
日
本
大
震
災
・
Ｐ
Ｋ
Ｏ

（
ハ
イ
チ
）
で
派
遣
活
動
に
従
事 

●
前
衆
議
院
議
員
と
か
し
き
な
お
み
事

務
所
元
秘
書 
●
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
関
西
学
院
大
学
経
営
戦
略
研
究
科
卒
業
） 

●
消
防
団 

●
予
備
自
衛
官 

●
座
右
の
銘
「
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
」 

 

通信 

摂
津
市
議
会
議
員 

こ
の
資
料
は
摂
津
市
議
会
等
で
の
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

松
本 

暁
彦 

こ
の
資
料
は
市
議
会
議
員
松
本
暁
彦
の
政
治
活
動
等
の
報
告
で
す
。 

台
風
時
で
の
ゴ
ミ
収
集
中
止
基
準 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

ま 

つ 

も 

と 
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松本あきひこ 

連絡先 摂津市三島 1-1-1 摂津市役所新館３F 

自民党・市民の会控室 TEL  06-6349-2515 

令和７年 

１ 月発行 

討議資料 

摂
津
市
議
会
議
員 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

健
康
被
害
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
に
つ
い
て 

摂
津
市
議
会
で
の
活
動
報
告 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
副
議
長
と
し
て
約
１
年
間
、

議
会
運
営
を
水
谷
議
長
（
当
時
）
と
共

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
１
１
月
に
無
事
に
副
議
長
を
退
任

致
し
ま
し
た
。 

ま
た
一
議
員
と
し
て
引
き
続
き
市
民

の
為
に
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。 

令
和
６
年
第
４
回
摂
津
市
議
会
定
例
会
で

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

１ 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
関
す
る 

研
究
等
の
進
捗
に
つ
い
て 

教
育
委
員
会
の
認
識
す
る
ス
マ
ホ

育
児
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
通
り
。 

ス
マ
ホ
育
児
の
デ
メ
リ
ッ
ト 

昨
年
、
副
議
長
の
役
を
終
え
ま
し
た
。 

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

（退任時に水谷議長と） 

昨
年
の
１
１
月
に
副
議
長
を
下
番
し
て
す
ぐ
の 

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
（
令
和
６
年
１
２
月
２
日
～
２
０
日
）

に
て
、
約
１
年
ぶ
り
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

未
来
へ
向
け
、
様
々
な
課
題
に
対
し
市
の
対
応
を
問
い
、
ま
た

様
々
な
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
約
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

Vol.13 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
関
す
る
研
究

等
の
進
捗
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
依
存
対
策 

中
学
校
の
部
活
動
等
に
お
け

る
全
国
大
会
補
助
に
つ
い
て 

環
境
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
活
用 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

昨
年
の
１
２
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
等
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
本
市
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
の
研
究
や
対
策
が
進
ん
で
い
る
中
、
健
康
へ

の
影
響
な
ど
を
質
疑
し
ま
し
た
。 

岡
山
県
吉
備
中
央
町
で
は
、
飲
用
水
に
お
い

て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
暫
定
目
標
値
を
大
き
く
上
回
る

数
値
が
検
出
さ
れ
、
健
康
不
安
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
健
康
影
響
は
国
等

で
議
論
し
て
い
る
の
か
？ 

市答弁 

環
境
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
岡
山
大
学
大
学
院
が

実
施
し
た
健
康
影
響
に
関
す
る
評
価
結
果
で
は
、
特

定
健
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
等
健
康
診
査
及
び
低
出

生
体
重
・
早
産
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
全

項
目
と
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
ば
く
露
を
要

因
と
し
て
、
対
象
地
区
に
お
い
て
有
病
割
合
比
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
。 

健康への影響は観察

されていない状況で

ある。 

質問 

子
ど
も
達
の
ス
マ
ホ
依
存
対
策
を
議
会
で
提
言 

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
伴
い
、
育
児
で
の
活
用
や
、
ス
マ

ホ
所
持
の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
た
だ
便
利
な
反
面
、
ス
マ
ホ
依

存
の
危
険
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ

で
市
の
認
識
と
対
応
を
質
疑
し
た
。 

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
実
態
は
？ 

①長時間の使用で視力低

下や姿勢の悪化 

②悪質なコンテンツに入

ってしまう。 

③将来的なスマホ依存症

に繋がる可能性がある。 

④WHOはスマホ等の使

用は１歳児には 

推奨されない。 

令和６年度調査（摂津市） 

スマホで１日あたり３

時間以上SNSや動画

視聴している子の割合 

小学６年生２８．２％ 

中学３年生４３．３％ 

いずれも全国や大阪府

に比べ上回っている。 

教
育
委
員
会
は
ス
マ

ホ
の
長
時
間
使
用
で
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
次
の
よ

う
に
挙
げ
て
い
る
。 

ス
マ
ホ
使
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト 

①長時間使用で、相対的に学習や

睡眠に充てる時間が短くなる。 

②ブルーライトを浴びることによ

る睡眠の質の低下は、学習や健康

に悪影響を及ぼす。 

③社会性やコミュニケーション力

能力の発達に影響する。 

④SNSトラブル、いじめにつなが

る可能性が懸念される。 

①スマホ育児でのデメリ

ットの啓発を行う事。 

②児童・生徒にスマホ依

存対策のルール作りなど

を考えさせること。 

③学校のタブレット端末

使用におけるガイドライ

ンの策定 

  

ス
マ
ホ
脳
と
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
ス
マ
ホ

長
時
間
使
用
は
依
存
症
に
繋
が
る
可
能
性
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
力
へ
の
影
響
も
し

か
り
で
す
。
私
は
議
会
に
て
、
ス
マ
ホ
依
存

対
策
を
、
上
記
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
。 

 

教
育
長
は
子
ど
も
達
の
ス
マ
ホ
に
関
す
る

問
題
は
大
人
の
問
題
で
あ
り
、
大
人
が
見
本

と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
答
弁

し
ま
し
た
。 

①活用方法によっては、

想像力や思考力を十分に

つけることができない事

が懸念される。 

②デジタル教材のみに頼

る事や、手書きの回数が

減るなどにより、学習内

容の定着に影響を及ぼす

可能性がある。 

鶴
野
中
央
公
園
と
は
？ 

ス
マ
ホ
依
存
を
防
げ
！ 

ま
ず
は
知
る
事
が
大
切 

本市の子ども達のスマ

ホ依存度は高い！ 

学
校
で
使
用
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
よ
う

挙
げ
て
い
る
。 

タブレット端末も要注意！ 

過度な使用は要注意！ 

生きる力の育成に悪影響 



 

 

３ 

３ ２ 

一
般
質
問
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害

者
が
増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
市
に
対
し
て
健
康
被

害
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

新型コロナワクチンに関する安全性の検証並びに 

健康被害者に寄り添った対応の強化を求める意見書 鶴
野
地
域
で
の
公
共
施
設
再
編
で
、
環
境
セ
ン
タ
ー
は
解
体
さ
れ
、
そ
の

跡
地
に
鶴
野
中
央
公
園
（
都
市
計
画
）
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

た
だ
、
環
境
セ
ン
タ
ー
は
土
壌
汚
染
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
と

公
園
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
質
疑
し
ま
し
た
。 

国
に
対
し
て
摂
津
市
議
会
か
ら
意
見
書
を
提
出 

４ 

台
風
時
で
の
ゴ
ミ
収
集
中
止
基
準
等
に
つ
い
て 

昨
年
８
月
、
台
風
時
で
の
ご
み
の
収
集
有
無
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

現
状
、
収
集
の
中
止
基
準
は
無
く
、
そ
の
時
の
市
担
当
者
の
判
断
に
拠
る

と
の
こ
と
。
こ
れ
で
は
分
か
り
に
く
い
と
市
に
対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

５ 

中
学
校
の
部
活
動
等
に
お
け
る 

全
国
大
会
補
助
に
つ
い
て 

昨
年
、
一
中
の
吹
奏
楽
部
（
部
員
３
３
名
）
が
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
際
の
市
か
ら
の
激
励
金

（
補
助
金
）
は
制
度
上
３
万
円
で
し
た
が
、
本
番
当
日
の
バ
ス
代

１
０
万
円
等
の
各
種
経
費
が
あ
り
、
保
護
者
負
担
は
軽
く
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
補
助
制
度
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

市答弁 質問 

私
が
作
成
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
安
全
性

の
再
検
証
並
び
に
健
康
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」
が
、
議
会
に
お
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
、
国
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

異
常
な
数
の
健
康
被
害
者
を
出
し
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

 
 

質問 市答弁 

全
国
規
模
の
大
会
に
参
加
す
る
と
な
れ

ば
、
移
動
費
等
保
護
者
の
負
担
も
大
き
く

な
る
場
合
が
あ
る
。
他
市
状
況
も
参
考
に

激
励
金
の
交
付
の
在
り
方
を
研
究
す
る
。 

制
度
上
補
助
３
万
円
だ
が
、
移
動
経
費
等
々
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
。
遠
方
で
あ
れ
ば
宿
泊
費
も
必
要
に

な
る
。
学
校
部
活
動
で
あ
り
、
保
護
者
負
担
を
減
ら
す

よ
う
制
度
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
？ 

（
全
国
は
上
記
意
見
書
に
記
載
） 

 

摂
津
市
の
進
達
件
数
は
重
複
含
め
９
件
、
認
定
１
件
、
否
認

５
件
、
結
果
待
ち
３
件
で
あ
る
。
（
令
和
６
年
１
２
月
時
点
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害
者
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
？ 

現
状
、
台
風
時
で
の
ご
み
収
集
の
中
止
基
準
が
無
く
、
問
題

と
捉
え
て
い
る
。
台
風
時
の
中
止
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？ 

質問 

ご
み
の
収
集
は
、
暴
風
時
に
は
危
険
を
伴
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
収
集
の
中
止
判
断
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
、
収
集
を
中
止
す
る
明
確
な
基
準
が
必
要

と
考
え
る
の
で
、
今
後
、
判
断
基
準
を
検
討
す
る
。 

市答弁 

環
境
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
に
合
わ
せ
、
土
壌
汚
染
対
策
と
し
て

汚
染
区
画
の
舗
装
を
行
う
。
そ
の
上
で
公
園
整
備
時
に
１
．
５
ｍ
以

上
の
盛
土
を
行
い
、
二
重
の
封
じ
込
め
を
行
い
、
安
全
に
公
園
と
し

て
利
用
で
き
る
。
ま
た
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
検
討
す
る
。 

市答弁 

環
境
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
土
壌
汚
染
が
あ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
切

と
思
う
が
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？ 

質問 

公
園
は
明
和
池
公
園
と
同
等
の
広
場
が

整
備
で
き
る
面
積
は
確
保
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
遊
び
や
運
動
と
い
っ
た
日

常
利
用
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
の
活
用
、
ま
た
一
時
避
難
場
所

の
確
保
が
可
能
で
、
地
域
の
活
性
化
拠
点

と
安
全
安
心
の
向
上
と
い
っ
た
効
果
を
も

た
ら
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。 

公
園
整
備
に
向
け
て
は
、
市
民
主
体
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議
論
し
て
反
映
す
る

予
定
で
あ
る
。 

市答弁 

環
境
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
鶴
野
中
央
公
園

が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
新
た
に

整
備
す
る
公
園
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に

つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
？ 

（摂津市環境センター） 
（公園イメージ図） 

質問 

市答弁 市答弁 市答弁 質問 質問 質問 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
を
市
は
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
？ 

今
年
度
か
ら
の
定
期
接
種
の
委
託
料
の
一
部
を
市
が

負
担
し
て
い
る
が
、
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
の
か
？ 

健
康
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
救
済
制
度
申
請
の
円
滑
化
や
経

済
面
な
ど
の
支
援
を
行
う
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
？ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害
者
は
他
の
ワ
ク

チ
ン
に
比
べ
て
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
国
は

特
段
の
懸
念
は
無
い
と
言
っ
て
い
る
。 

接
種
を
希
望
す
る
市
民
が
経
済
的
な
問
題
を
理
由
に

接
種
で
き
な
い
と
い
う
事
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

で
、
接
種
は
推
奨
し
て
い
な
い
。 

専
門
職
の
保
健
師
に
よ
る
対
応
を
通
じ
て
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
必
要
な
方
に
必
要
な
情
報
が
届
く
よ

う
に
広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
、
し
っ
か
り
と
周
知
し
て
い
く
。 

 

助
成
制
度
の
創
設
は
難
し
い
が
、
今
後
、
大
阪
府
や
国
に
対

し
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記 

１新型コロナワクチンの安全性の再検証並びに長期的な安全性の検証を行うこと。 

２安全性の検証結果に応じて、接種要領を再検討すること。 

３検証結果を踏まえ、予防健康被害救済制度で慎重かつ丁寧な審査を行うこと。 

４予防健康被害救済制度における審査体制を強化し、審査を迅速に行うこと。 

（略）新型コロナワクチン接種の健康被害に関して、令和３年２月の接種開始か

ら、令和６年１２月２日現在までに、健康被害救済制度への進達受理件数は１２，

４８０件となり、そのうち認定が８，５０１件、否認２，６８９件、保留１９件

で、死亡認定は９００件を超え（略）これに対してインフルエンザやＭＭＲ、Ｂ

ＣＧといった新型コロナワクチン以外のワクチンでの健康被害は、現行の予防健

康被害救済制度が始まった１９７７年２月から２０２１年末までに認定３，５２

２件（死亡認定１５１件）であり、新型コロナワクチンは３年強で他ワクチンの

４４年分の健康被害認定を大幅に超えている状況がある。（略）  

よって、本市議会は政府及び国会に対し、国民の懸念解消及び健康被害者に寄

り添うよう、下記の措置を講じるよう要望する。 

国は健康被害者が増え続けているにも係わらず、接種を継続。 

地方から懸念の声を上げていく必要がある！ 

専門家は現状の健康被害認定数を氷山の一角と指摘している。副反応と疑問

に思ったなら、まずはかかりつけ医又は市の保健福祉課に相談ください。 
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魅力的な公園へ 


